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尼崎支部は4月19日(土)に尼崎市中小企業センターで、第107回医療と福祉を考える会を「医療と介護の

勉強会i-kai」と共同で開催した。「脳梗塞による嚥下障害～もう一度、口から食べたい 嚥下障害克服のリ

ハビリを経験して～」をテーマに、阿部勝也先生(（医）阿部歯科医院)が講演。介護士や看護師、歯科衛生

士など幅広い職種から37人が参加した。参加者の感想文を紹介する。 

 

私は、この業界で働くまでは、食べるという動作について

は日常的かつ普遍的なこと思っていました。 

実際にこれまで経験した中で、家族の介護や高齢者の方

と関わることにより、「物を食べる」ことにおいて、一連の動作

があり、複雑動作が混在していることを学ぶことができまし

た。 

今回の研修では、体験談をもとにお話をお聞かせいただ

き、摂食嚥下のメカニズムや様々な健口体操や訓練、評価

方法等、再認識の機会を得ることができました。 

特に、私たちが関わる高齢者の方にとって食べることは切っても切り離せない動作の一つです。皆様が少

しでも食べる動作において、予防に繋げられるよう健口体操や訓練を紹介、実践等ができたらと思いました。 

また必要に応じ、専門職の方々へ繋げ、連携を図っていければ、より良い支援体制ができるのではない

かと思います。 

通所系サービスにおいても、今回ご紹介いただいた

健口体操や訓練を元に、プログラムを作成し実践する

ことにより、機能維持、予防につながるのではないかと

思いました。 

今回の研修から得た気づきや学びを事業所内にて

研修を行い、摂食嚥下のメカニズム、健口体操等の内

容を理解、共有し、実践していければと思います。 
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兵庫県保険医協会 

尼崎支部ニュース 

〒650-0024 神戸市中央区海岸通1-2-31 

神戸フコク生命海岸通ビル5階 兵庫県保険医協会 尼崎支部 

 TEL078-393-1801 FAX078-393-1802 

幅広い職種から37人が参加し学習した 

感想文 第107回医療と福祉を考える会 

阿部勝也先生が自身の経験も交え講演した（左） 

綿谷支部長が開会挨拶した（右） 
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尼崎アスベストの会 第18回総会 

 
 

 

 

 

「アスベスト被害からいのちと健康を守る尼崎の会」(協会尼崎支部加盟)は4月19日、尼崎市内で第18回総

会を開き、34人が参加した。 

会長の船越正信先生(潮江診療所所長)は開会挨拶で、「尼崎でアスベストが非常に問題になった“クボタ

ショック“から20年を迎えるが、アスベストによる健康被害は毎年増え続けている。全国的に見ても、建築物解

体や震災による倒壊等で、知らない間にアスベストに曝露する危険性が身近にあり、今後被害者が拡大して

いくことが予想されている。胸部レントゲンなどの検診を毎年受けられる仕組みをつくること、アスベスト規制

を怠ってきた国と企業の責任を認めさせ、すべての被害者の救済をすることが重要だ」と述べた。 

会務報告では、保険医協会提供のラジオ番組で紹介したことや、健康相談会を開いて石綿健康管理手帳

が取得できたこと、尼崎市によるCTを含むリスク調査事業につないだことなどの活動報告を行った。今後の

方針として、厳しい国の認定基準を被害実態に応じた内容に変更を求めることや、アスベストを知らない市

民が増えている中、継続した宣伝と被害者救済活動を続けることなどが確認された。 

質疑では、「アスベストに全く関係のない仕事をしていた友人が相次いでアスベストで亡くなった。国や市

はもっと啓発してほしい」「尼崎市の中皮腫発症は全国平均の10倍以上と深刻で、特にクボタ旧神崎工場付

近に住んでいた方の被害は多い。市外に転出した人も含めた相談が必要」などの意見が出された。 

総会では、会長に船越正信先生、代表委員に綿谷茂樹先生(協会尼崎支部長)が再任された。森岡芳雄

協会環境・公害対策部長からのメッセージが紹介された。 

 

アスベスト健康被害を心配される患者さんがいましたら、尼崎アスベストの会までご相談ください。 

06-6489-2600(TEL・FAX共通) 

船越正信会長（潮江診療所所長）がすべてのアスベスト被害者救済を訴えた 
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尼崎支部第54回総会・市民公開記念講演のご案内 

 

日 時 ８ 月 ２ 日（土） 

    <総会議事> 14時30分～15時  <記念講演> 15時～17時 

場 所 尼崎商工会議所  

       <総会議事> 702会議室  <記念講演> 701会議室 

 

市民公開記念講演 

働く人の腰痛予防  ～腰痛にならない身体作りと作業のコツ～ 

講 師 高野 賢一郎 氏 

            （一般社団法人働く人の健康と安全を守る会 会長・理学療法士） 

 

あなたは腰に自信がありますか？  

美しい腰という意味ではなく、今の仕事に耐えられる腰を持っているかということですよ。 

今回の講習会は、作業中、腰痛に悩まされない心身に変えていくというものです。 

腰痛に関する最近の知見、予防方法などを実技を交えながら分かり易く説明します。 

さあ、快適に仕事が出来る心身に変えていきましょう。（高野記） 

 

―お問い合わせ・お申し込みは、TEL:078-393-1840 事務局 納富・岡本・石田・石本まで― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－第608回幹事会だより－ 

４月19日（土）於：かごの屋 塚口店 

○ 尼崎支部の会員数 

 ４/１現在 医科381人、歯科1６９人 

○ 医療をめぐる情勢と運動対策等 

  7月5日に接遇研修会「医療機関のおもてなし～チームワークで好かれる医院に～」を

開催することを決めた。また、8月2日の支部総会・市民公開講演について、会員や市民

への案内など詳細を確認した。 

○５月日程 ５月1５日（木）16：０0～ 尼崎市医師会館 

お問い合わせは尼崎支部担当 納富・石本・岡本・石田 ☎078-393-1840まで 
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お名前 職種 経験年数 

   

   

   

   

日 時 

 

会 場 尼崎市商工会議所702会議室 
尼崎市昭和通３丁目96（TEL 06-6411-2251） 

参加費 1000円※「医療安全管理対策研修会」の受講証を発行します 

７月５日（土）14:30～16:30 

講師 永野 光 氏 

医療機関のおもてなし 

 
兵庫県保険医協会 尼崎支部 職員接遇研修会 

～チームワークで好かれる医院に～ 

永野整形外科クリニックヘルプデスク、 

(株)クリニックイノベーションサポート代表 

医療機関においては、個々の職員の対応によって医

院の信頼やイメージが創られるため、患者さんとの

接遇やコミュニケーション能力の向上が強く求めら

れています。 

永野光氏をお招きし、患者心理をふまえてその日か

ら実行できる接遇のポイントや、クレームを防ぐテ

クニックなどについてお話しいただきます。 

【F A X 返信】  0 7 8 - 3 9 3 - 1 8 2 0 宛 

●接遇研修会に申し込みます 

（切り取らずにご返信ください） 

地区   医療機関名       代表者名          

TEL(     )      ー         FAX(     )      ー          

 

●お問い合わせは、TEL：078-393-1807（岡本）まで 

保険医協会尼崎支部担当 行 
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